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揚水試験測定要領概説図

図１－１．段階揚水試験の一般的な測定グラフ

図１－２．揚水量－水位低下曲線

参考図．一般的な揚水試験機器設置概要

各段階の揚水時間は２時間程度を目安とし、計8～10時間で終了する
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図2－2．回復法によるｔ/t'とｓ'の関係

図２－１．連続揚水試験の一般的な測定グラフ
　揚水時間は平衡状態(一定水位)となった後数時間を目安とし、ほぼ初期水位まで
孔内水位が回復した時点で試験を終了する
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